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制度に関するご質問やお問い合わせは下記までご連絡ください。

河川協力団体として活動するメリット

河川協力団体制度

河川の維持、河川環境の保全などの河川の管理
につながる活動を自発的に行っている民間団体等
を「河川協力団体」として法律上位置付け、地域
の実情に応じた河川管理の充実を図ることを目的
として制度化されました。

１．社会的信用度の向上
河川協力団体に指定され、国から指定を受けとも

に活動している団体であることが認知されたことで、
地域住民や自治体が協力的になった。

５．河川管理者との関係構築
河川協力団体に対する河川管理者側の窓口があり、

団体活動への支援や活動に支障があった場合等、気
軽に相談できるようになった。

３．占用に伴う手続きの簡素化
河川協力団体が活動するために必要となる占用手続

きが、河川管理者との協議をもって足りることになっ
た。

４．河川協力団体間の連携
自分たちの活動範囲だけでは繋がらなかった他団

体と、河川協力団体という同じ指定団体と知り合い、
活動連携に発展するようになった。

２．団体会員のモチベーションの向上
河川協力団体に指定されたことで、「国に認めても

らった」との名誉を会員が感じ、誇りを持って活動す
るようになった。

６．河川に関する情報入手
治水、環境等の河川に関する情報が河川管理者か
ら容易に得られるようになった。

河川管理者の目的
○洪水等の災害防止
○河川の適正利用
○河川環境の整備と保全 等

河川協力団体の目的
○河川空間を利用した活動
○環境学習
○環境美化 等

より良い河川空間の形成

河川協力団体の活動

１．河川の維持

２．河川の管理に関する
情報・資料の収集
および提供 ３．河川の管理に

関する調査研究

４．河川の管理に関する
知識の普及および
啓発

河川の清掃 水辺の安全利用講習会
魚類調査 災害教訓の伝承

河川協力団体制度とは？

＼実際に活動している団体の声／

７．河川管理者の委託を受けられる
河川管理者が特に必要があると認める場合には、

委託を受けることができる
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